
第２６０号 令和元年（２０１９年）１１月１７日 （10）

各会各会派派のの見解見解平成30年平成30年度度
決算に対す決算に対するる

足
踏
み
を
脱
し
希
望
を
築
く
区
政
運
営
を

育
児
支
援
と
防
災
緑
地
と
平
ら
な
歩
道
の
中
野
を
創
る
会

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
１
４

３０

０
９
億
円
、
前
年
度
比　

・
４
％
増
、
内
中

１３

核
的
収
入
で
あ
る
特
別
区
民
税
収
入
は
１
・

７
％
増
で
、
堅
調
で
あ
っ
た
。

　

歳
出
決
算
額
は
１
３
５
９
億
円
、　

・
３

１２

％
増
で
あ
り
、「
地
方
自
治
体
の
財
政
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
各
指
標
は
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財

政
運
営
を
確
保
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

他
方
、
区
の
魅
力
と
住
み
や
す
さ
を
示
す

人
口
推
移
を
見
る
と
、
平
成　

年
か
ら　

年

２９

３０

に
か
け
て
２
７
８
７
人
増
加
し
た
が
、
内
日

本
国
民
が
１
０
９
２
人
、
外
国
人
が
１
６
９

５
人
と
、
人
口
増
の　

・
８
％
が
外
国
人
で

６０

あ
り
、
必
ず
し
も
日
本
人
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
住
み
や
す
い
区
政
と
な
っ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。

　

昨
年
６
月
に
就
任
し
た
酒
井
区
長
が
示
し

た
子
育
て
先
進
区
等
の
公
約
は
、
平
成　

年
３０

度
決
算
に
必
ず
し
も
反
映
さ
れ
て
い
る
訳
で

は
な
い
が
、
新
し
い
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
検
討
の
本
格
化
・
少
子
高
齢
化
対
策
、
中

野
駅
周
辺
・
西
武
線
沿
線
を
は
じ
め
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
等
、
区
の
様
々
な
課
題
に
果
敢

に
取
り
組
む
効
果
的
な
事
業
執
行
で
あ
っ
た

と
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

我
が
区
の
区
政
全
体
の
土
台
と
な
る
根
本

的
課
題
は
、
育
児
支
援
の
充
実
、
防
災
緑
地

の
整
備
、
全
て
の
人
に
優
し
く
利
用
し
や
す

い
歩
道
の
整
備
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
、

未
来
あ
る
中
野
を
築
く
た
め
、
思
い
切
っ
た

施
策
を
打
ち
出
す
区
政
運
営
を
期
待
す
る
。

中
野
区
の
子
育
て
環
境
を
ブ
ラ
ン
ド
化
せ
よ

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

　

平
成　

年
度
の
財
政
運
営
は
、
健
全
に
行

３０

わ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
歳
入
決
算
額

は
約
１
４
０
８
億
円
、
歳
出
決
算
額
は
約
１

３
５
８
億
円
、
基
金
残
高
（
貯
金
）
は
約
７

０
０
億
円
、
区
債
残
高
（
借
金
）
は
、
前
年

度
よ
り　

億
円
減
ら
し
、
約
１
４
７
億
円
と

５１

な
り
、
年
々
区
債
残
高
も
減
少
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
３
月
に
、
平
成　

年
３１

度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か
け
、
起
債
総
額
が

８
７
８
億
円
に
達
す
る
計
画
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、
過
去
最
大
の
起
債
残
高
を
抱
え
る
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
将
来
の

財
政
方
針
の
中
、
今
年
度
の
決
算
に
楽
観
す

る
こ
と
な
く
、
終
期
を
設
け
事
業
ご
と
に
過

去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
で
、
大
胆

な
見
直
し
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
財
政
投

資
的
思
考
で
、
一
つ
の
財
政
出
動
が
複
数
の

経
済
効
果
を
生
む
な
ど
、
事
業
の
効
率
化
に

も
注
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
野
区
は
「
子
育
て
先
進
区
」
を

目
標
に
し
た
以
上
、
育
児
環
境
・
公
教
育
環

境
に
予
算
を
傾
斜
配
分
し
、
若
年
層
世
帯
の

取
り
込
み
を
他
区
の
先
進
事
例
を
上
回
る
発

想
で
断
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
看
板
倒
れ
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
子
供
の
人
口

が
増
え
て
い
る
現
状
が
頭
打
ち
に
な
る
前
に
、

中
野
の
子
育
て
環
境
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
若

年
層
世
帯
増
に
よ
り
、
基
幹
収
入
を
得
、
社

会
福
祉
に
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

 
熾  
烈 
な
自
治
体
間
競
争
に
お
い
て
勝
ち
抜
く

し 
れ
つ

有
効
な
手
段
と
考
え
て
、
今
後
の
財
政
運
営

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

区
民
の
声
を
聞
き
、
生
か
す
区
政
へ

日
本
共
産
党
議
員
団

　

一
般
会
計
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
一
点
目

に
子
ど
も
施
策
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の

拡
充
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
就
学
援
助

費
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
経
過
措
置
が
と
ら

れ
、
そ
の
就
学
援
助
費
の
入
学
準
備
金
は
、

前
倒
し
支
給
に
加
え
増
額
を
要
保
護
だ
け
で

な
く
準
要
保
護
世
帯
に
も
対
応
、
ま
た
、
バ

ス
代
補
助
が
小
学
校
全
て
の
学
年
で
復
活
に
。

貧
困
と
格
差
が
深
刻
化
す
る
も
と
で
実
施
さ

れ
た
こ
と
は
多
と
し
ま
す
。
保
育
園
の
待
機

児
童
対
策
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
就
職
奨
励
金

と
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
の
補
助
に
加
え
、
保

育
士
確
保
の
補
助
を
実
施
。　

か
所
の
認
可

１０

保
育
園
の
整
備
に
よ
り
６
３
０
名
の
定
員
拡

大
に 
繋 
が
り
ま
し
た
。
待
機
児
童
解
消
に
至

つ
な

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
引
き
続
き
認
可

保
育
園
整
備
と
保
育
士
確
保
の
事
業
の
継
続

が
必
要
で
す
。
二
点
目
に
区
民
の
声
を
聞
き
、

生
か
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

哲
学
堂
公
園
の
再
生
整
備
計
画
は
、
区
民
か

ら
の
強
い
見
直
し
の
声
を
受
け
と
め
て
中
止

を
し
ま
し
た
。
中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア

整
備
に
関
わ
っ
て
、
１
万
人
規
模
の
大
型
集

客
交
流
施
設
の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
見
直
し
方
針
の
も
と
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
開
か
れ
、
区
民
会
議
の
参
加
団
体

を
増
や
し
、
開
催
頻
度
も
高
め
て
積
極
的
に

議
論
し
て
き
た
こ
と
は
了
と
し
ま
す
。
同
時

に
、
こ
の
エ
リ
ア
の
再
開
発
は
、
区
民
財
産

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
自
治
の
観
点

か
ら
も
検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

区
民
が
主
役
、
区
民
と
共
に
夢
あ
る
区
政
を

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団

　

平
成　

年
度
は
、
前
区
長
に
よ
る
予
算
を

３０

６
月
に
就
任
し
た
新
区
長
が
引
継
ぐ
こ
と
と

な
っ
た
。
中
野
駅
新
北
口
駅
前
エ
リ
ア
の
１

万
人
規
模
ア
リ
ー
ナ
計
画
や
、
哲
学
堂
公
園

周
辺
の
都
市
観
光
拠
点
推
進
、
区
立
保
育
園
・

幼
稚
園
の
全
園
民
営
化
、
児
童
館
の
全
館
廃

止
な
ど
の
方
針
が
見
直
さ
れ
、
区
民
の
声
が

届
く
区
政
が
目
指
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
し
た

い
。

　

決
算
額
は
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た
が
、

財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
指
標
は
す
べ
て
基

準
を
下
回
り
、
健
全
な
財
政
と
判
断
さ
れ
る
。

ま
た
特
別
区
債
を
発
行
せ
ず
、
区
債
残
高
は

こ
の　

年
間
で
最
少
と
な
っ
た
。
一
方
で
、

２０

法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
、
消
費
税
清
算

基
準
の
見
直
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

り　

億
円
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

４６
生
産
年
齢
人
口
は
減
少
し
て
い
き
、
納
税
義

務
者
数
の
伸
び
も
期
待
出
来
ず
、
好
決
算
と

い
え
ど
も
楽
観
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

ま
た
小
中
学
校
の
改
築
、
新
区
役
所
整
備
、

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
、
西
武
線
駅
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
等
複
数
年
に
わ
た
る
大
き

な
事
業
が
続
き
、
区
の
財
政
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
く
。
区
民
目
線
に
た
っ
て
事

業
の
検
証
を
し
っ
か
り
行
え
る
よ
う
、
行
政

評
価
制
度
を
見
直
し
、
将
来
の
負
担
を
考
え

た
基
金
と
起
債
の
あ
り
方
を
考
え
ら
れ
た
い
。

　

手
厚
い
子
育
て
支
援
や
公
教
育
の
充
実
は

選
ば
れ
る
自
治
体
の
大
き
な
要
素
と
考
え
る
。

未
来
へ
の
投
資
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
そ

の
観
点
を
政
策
に
活
か
さ
れ
た
い
。

未
来
を
描
く
真
に
持
続
可
能
な
区
政
運
営
を

公
明
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
歳
入
、
歳
出
と
も

３０

に
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
。
実
質
収
支
・
経

常
収
支
・
公
債
費
負
担
の
比
率
等
の
財
政
指

標
の
数
値
か
ら
は
、
区
財
政
の
弾
力
性
、
健

全
性
が
見
ら
れ
堅
調
と
い
え
る
。

　

積
立
現
在
高
は
過
去
最
高
額
で
あ
っ
た
前

年
度
の
７
２
５
億
円
か
ら
７
０
０
億
円
に
減

少
し
て
い
る
が
、
区
債
残
高
を
前
年
度
よ
り

　

億
円
減
の
１
４
７
億
円
と
し
、
将
来
の
公

５１債
費
負
担
比
率
を
抑
制
す
る
た
め
、
起
債
に

よ
ら
ず
基
金
の
活
用
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
当

該
決
算
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

事
業
執
行
に
お
い
て
は
、
全
額
未
執
行
の

不
用
額
や
流
用
が
目
立
つ
。
区
の
執
行
管
理

に
課
題
が
あ
る
と
の
指
摘
に
留
め
て
お
く
。

　

一
方
、
現
在
、
区
は
新
し
い
基
本
構
想
・

基
本
計
画
の
策
定
段
階
に
あ
る
が
、
資
料
と

し
て
、
区
の
将
来
人
口
・
人
口
構
成
、　

年
１０

後
の
区
財
政
の
見
通
し
が
推
計
値
と
し
て
示

さ
れ
、
人
口
構
成
の
動
向
か
ら
経
常
経
費
が

増
加
し
、
区
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

の
見
通
し
が
初
め
て
数
値
と
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
計
画
化
さ
れ
て
い
な
い
ま
ち
づ

く
り
や
施
設
の
更
新
等
は
、
こ
の
財
政
見
通

し
に
は
、
積
算
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
業
化
後

は
さ
ら
に
圧
迫
の
因
と
な
る
。

　

未
来
を
託
す
子
ど
も
達
に
大
き
な
負
担
を

残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
区
財
政
が
堅
調

で
あ
る
今
、
積
極
的
な
事
業
の
精
査
と
、
戦

略
的
な
将
来
負
担
の
抑
制
に
よ
る
、
真
に
持

続
可
能
か
つ
賢
明
な
区
政
運
営
で
中
野
の
未

来
を
描
か
れ
ん
こ
と
を
強
く
望
む
。

将
来
を
見
据
え
た
確
か
な
財
政
運
営
を

自
由
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
歳
入
で
前
年
度
比

３０

　

・
４
％
増
の
１
４
０
９
億
円
、
歳
出
で　

・

１３

１２

３
％
増
の
１
３
５
９
億
円
で
し
た
。
歳
入
、

歳
出
と
も
過
去
最
高
額
で
す
。「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
４
つ
の
指
標
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
健

全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
今
後
、
小
中
学
校
の
改
築
や
、
中

野
駅
周
辺
・
西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り

等
、
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
く
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
が
区
財
政
に
与
え
る
影
響
は

必
至
で
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

確
か
な
財
政
見
通
し
を
持
ち
、
後
年
度
負
担

も
考
え
た
資
金
計
画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
中
野
区
は
、 
未  
曾  
有 
の
財
政
危
機

み 

ぞ 

う

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徹
底
的
な
歳
出

の
見
直
し
を
行
い
Ｖ
字
回
復
を
果
た
し
ま
し

た
が
、
二
度
と
同
じ 
轍 
を
踏
ん
で
は
な
り
ま

て
つ

せ
ん
。
し
か
し
、
平
成　

年
度
決
算
は
事
業

３０

の
肥
大
化
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

今
、
中
野
区
で
は
、
新
し
い
基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
策
定
中
で
す
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
施
策
の
必
要
性
や

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
検
証
す
る
な
ど
、
変

更
・
廃
止
も
視
野
に
入
れ
た
既
存
事
業
の
抜

本
的
見
直
し
を
行
い
、
財
政
の
安
定
と
持
続

可
能
な
区
政
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

自
由
民
主
党
は
、
今
後
起
こ
り
う
る
大
規

模
災
害
や
社
会
環
境
の
変
化
に
立
ち
向
か
い
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
中
野

の
ま
ち
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。


